
農林⽔産省 ⼤⾂官房 新事業・⾷品産業部 ⾷品流通課／Food Distribution Division, New Business and Food Industry Department, Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

２．⾷品流通の合理化に向けて
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〇 官⺠物流標準化懇談会について
令和３年６⽉１５⽇に閣議決定された新しい総合物流施策⼤綱では、取り組むべき⼤きな柱のひとつとして「物流DX

や物流標準化の推進によるサプライチェーン全体の徹底した最適化（簡素で滑らかな物流の実現）」を提⾔。
物流DXの推進のためには、その⼤前提として、物流を構成するソフト・ハードの各種要素の標準化が必要不可⽋。⻑年

の課題であった物流標準化を実現するため、⻑期的視点でその課題や推進⽅策を議論・検討するため「官⺠物流標準化
懇談会」を設置・開催。

出典︔「総合物流施策⼤綱（2021年度~2025年度）に関する報告会」資料より抜粋

「官⺠物流標準化懇談会」構成員（五⼗⾳順、敬称略）

荒⽊ 毅 ⽇本商⼯会議所 社会資本整備専⾨委員会委員⻑
（富良野商⼯会議所会頭）

池⽥ 潤⼀郎 ⼀般社団法⼈⽇本物流団体連合会 会⻑
岩村 有広 ⼀般社団法⼈⽇本経済団体連合会 常務理事
内⽥ 富雄 ⼀般財団法⼈⽇本規格協会 業務執⾏理事
神林 幸宏 全国農業協同組合連合会 常務理事
栗島 聡 公益社団法⼈経済同友会 幹事
神宮司 孝 株式会社⽇⽴物流 代表執⾏役副社⻑
⾼岡 美佳 ⽴教⼤学経営学部 教授
寺⽥ ⼤泉 公益社団法⼈⽇本ロジスティクスシステム協会 専務理事
⻑尾 裕 ヤマトホールディングス株式会社 代表取締役社⻑ 社⻑執⾏役
員
根本 敏則 敬愛⼤学経済学部 教授
⼆村 真理⼦ 東京⼥⼦⼤学現代教養学部 教授
堀切 智 NIPPON EXPRESS ホールディングス株式会社

代表取締役副社⻑ 副社⻑執⾏役員
松本 秀⼀ ＳＧホールディングス株式会社 代表取締役
⾺渡 雅敏 公益社団法⼈全⽇本トラック協会 副会⻑
味⽔ 佑毅 流通経済⼤学流通情報学部 教授
⽶⽥ 浩 ⼀般社団法⼈⽇本倉庫協会 理事⻑
⾼橋 孝雄 農林⽔産省 ⼤⾂官房総括審議官（新事業・⾷品産業）
茂⽊ 正 経済産業省 商務・サービスグループ審議官
堀内 丈太郎 国⼟交通省 ⾃動⾞局⻑
鶴⽥ 浩久 国⼟交通省 公共交通・物流政策審議官

●第１回 官⺠物流標準化懇談会 （令和３年６⽉１７⽇）
・物流標準化の重要性や意義、検討すべき課題や、議論にあたって留意
すべき観点等について確認。

・懇談会の下に個別の標準化テーマごとの分科会を設け、専⾨家の意⾒
等も聞きながら標準化の⽅策について検討を進めていくことを決定。

・具体的には、まずは先⾏的に物流機器（パレット等）の標準化につい
て検討する分科会の設置・開催を決定。

●第２回 官⺠物流標準化懇談会 （令和４年７⽉２８⽇）
・物流をとりまく全ての関係者に向けて、物流標準化の必要性と取組を呼び掛け。
・「パレット標準化推進分科会」中間とりまとめを受けた今後の対応や、
その他の物流標準化の取組について議論・検討・発信。

●パレット標準化推進分科会
※第１回懇談会での議論を受けて、懇談会の下に設置・開催

第１回︓令和３年９⽉７⽇
第２回︓令和４年１⽉１８⽇
第３回︓令和４年３⽉１⽇
第４回︓令和４年５⽉１２⽇
中間とりまとめ公表︓令和４年６⽉２７⽇
第５回︓令和４年１０⽉２８⽇
第６回︓令和５年１⽉１９⽇
第７回︓令和５年３⽉１⽇
第８回︓令和５年５⽉２４⽇ 41



〇 官⺠物流標準化懇談会の位置づけ（イメージ）

業種分野ごとの
⽣産性向上及びトラック
ドライバーの労働時間
改善に関する懇談会

加⼯⾷品物流における
⽣産性向上及びトラック
ドライバーの労働時間
改善に関する懇談会

トラックドライバーの
働き⽅改⾰

◆ホワイト物流推進運動
◆標準貨物⾃動⾞運送約款等
の改正 等

酒・飲料

総合物流施策⼤綱

議題 ︓ハード・ソフト含むすべての物流各項⽬（パレット・外装サイズ、外装
表⽰、納品伝票、コード体系・物流⽤語等）の規格にかかる標準化

進め⽅︓特定の標準化項⽬（例︓パレット規格等）を取り上げて、順次、実
⾏に結び付く標準化の⽅向性（標準規格／⺠間・⾏政での具体的
な推進⼿法等）につき議論・検討。詳細の検討にあたっては懇談会
（年１〜２回）の下に分科会を設置する等で対応。

構成員︓⾏政、物流団体、主要物流事業者、学識経験者、経済団体、
荷主系団体等

【ソフトの標準化】
◆SIPスマート物流

サービス
・物流・商流データ基
盤を活⽤したデータ連
携・標準化による物流
効率化

業種分野ごとの
物流標準化の取組

加⼯⾷品分野における物流標準化
アクションプラン（フォローアップ会）

⻘果物分野における物流標準化の取組
（⻘果物流通標準化検討会）

・
・
・

建設資材物流に
おける・・・懇談会

紙・パルプ物流に
おける・・・懇談会

官⺠物流標準化懇談会

⾼度物流⼈材の育成・確保⾃動化・機械化の取組の推進 ・ ・ ・

物流にかかる規格の標準化

・受発注条件の⾒直し
・荷待ち時間の削減
・荷役時間の削減
・附帯作業時間の削減 等

標準化による
更なる⽣産性向上
・労働時間改善

商慣習等⾒直し
による標準化推進

・ハード・ソフト含むすべての物流各項⽬
（パレット・外装サイズ、外装表⽰、納品伝票、
コード体系・物流⽤語等）の規格にかかる標準化

先例としての
知⾒の提供

基盤の利活⽤を通じた
物流情報の標準化

経営効率化
委員会

⽇本物流団体
連合会

物流標準化の
推進に向けた
調査⼩委員会

連携
協⼒

先例としての知⾒の提供

検討結果の業界への共有
先例としての知⾒の提供

検討結果の業界への共有

紙加⼯品分野における物流標準化の取組
（紙加⼯品（衛⽣⽤品分野）物流研究会）

出典︔「第１回官⺠物流標準化懇談会」資料より国⼟交通省更新
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農林⽔産省 ⼤⾂官房 新事業・⾷品産業部 ⾷品流通課／Food Distribution Division, New Business and Food Industry Department, Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

⻘果物流通標準化検討会

パレット循環 卸売市場内物流
納品伝票、

コード標準化、
出荷情報

外装表⽰、
外装サイズ

（テーマ）

〇 農林⽔産省では、令和３年９⽉、⻘果物流通の標準化に向けて、荷主団体、卸売団体、物流事業
者等から構成される「⻘果物流通標準化検討会」を設置。

〇 検討項⽬ごとに分科会を設けて議論を⾏い、令和５年３⽉にガイドラインを策定。

〇 ⻘果物分野における物流標準化の検討

【構成員】
出荷団体︔全国農業協同組合連合会、ホクレン農業協同組合連合会、

⽇本園芸農業協同組合連合会
卸売団体︔（⼀社）全国中央市場⻘果卸売協会、

（⼀社）全国⻘果卸売市場協会
物流事業者︔全⽇本トラック協会
⾏政︔国⼟交通省、農林⽔産省
分科会構成員・オブザーバー
︔経済産業省、全国⻘果卸売協同組合連合会、
（公財）⾷品等流通合理化促進機構、（公財）流通経済研究所

【事務局】
農林⽔産省
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農林⽔産省 ⼤⾂官房 新事業・⾷品産業部 ⾷品流通課 ／Director of Food Distribution, Division New Business and Food Industry Department. Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

⻘果物流通標準化ガイドライン
○ 令和３年９⽉に、荷主団体、卸売団体、物流事業者等から構成される「⻘果物流通標準化検討会」を設置。
○ パレット循環体制、外装サイズ、コード・情報、場内物流について議論を⾏い、令和５年３⽉にガイドラインを策定。

ガイドラインの概要

１．サイズ・材質
・原則1.1m×1.1m（11型）
・プラスチック製を推奨

２．運⽤
• 利⽤から回収までレンタルが基本
• パレット管理が不可⽋。⻘果物流通

業者の意識醸成が必要
• パレットの情報共有システムの構

築・導⼊を推進

○ パレット循環体制

○ 場内物流

１．トラック予約システム
• 到着時間等を予約。荷下ろし

待ち時間を削減。

２．場内物流改善体制の構築
• 開設者を中⼼に、卸売業者、

仲卸業者等による場内物流改
善体制を構築

• 市場内のパレット管理、荷下
ろし等の秩序形成、法令遵守
を促進

○ コード・情報
１．納品伝票の電⼦化
• 送り状、売買仕切書を優先
• 送り状・売買仕切書の標準的

な記載項⽬を提⽰

２．コード体系の標準化
• 商品では⻘果物標準品名コー

ド（JA全農のベジフルコー
ド）を活⽤

• 事業者では県連、JA、市場の
事業者コードを活⽤

○ 外装サイズ
１．最⼤平⾯⼨法
• 最⼤平⾯⼨法は1.1m×1.1m
• パレットからはみ出さないよ

うに積み付け

２．最⼤総重量
• プラスチックパレットの耐荷

重を踏まえて１ｔ

３．荷崩れ防⽌・品質劣化防⽌
• 湿気による品質劣化を防⽌す

るよう、簡潔なラッピング

４．外装サイズの⼨法
• 品⽬ごとに標準となる段ボー

ルサイズを順次設定。導⼊産
地を順次拡⼤。

（積み付けの様⼦）

（荷崩れ防⽌策）
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地域 実施主体 パレット化済品⽬ R4年度実証品⽬ その他検討中の品⽬

１ 北海道 JAホクレン
(道内21JA)

にんじん、たまねぎ、ばれいしょ、だいこん
（ゆり根、きゅうり、アスパラ等）

かぼちゃ ながいも、ブロッコリー

２ 秋⽥県 JA全農あきた えだまめ、⻑ねぎ、しいたけ
（⼀部JAのみ）

ねぎ、えだまめ、しいたけ
（独⾃に実施）

きゅうり、ミニトマト、アスパラガス、か
ぼちゃ、もも、洋なし

３ 岩⼿県 JA全農いわて レタス
（⼀部出荷先のみ）

菌茸類（しいたけ等）、葉物類 なす、ねぎ、ピーマン

４ ⼭形県 JA全農⼭形 さくらんぼ、ぶどう、もも、⻄洋なし、りんご、
メロン、すいか、きゅうり、トマト、えだまめ等

ー ー

５ 福島県 JA全農福島 もも、なし、りんご
（⼀部JAのみ）

ー ー

６ 静岡県 JAみっかび みかん ー ー

７ 和歌⼭県 JA和歌⼭県農 ー みかん（独⾃に実施） ー

８ 愛媛県 JA全農えひめ ー ー みかん

９ 福岡県 JA全農ふくれん ー なす、葉物野菜、かき、いちご きゅうり、みかん、（ごぼう、リーフレタ
ス）

10 熊本県 熊本⼤同⻘果 トマト、にんじん
（⼀部JA・出荷者のみ）

ごぼう ー

11 JA熊本市 みかん ー ー

12 宮崎県 JA宮崎経済連 ー ピーマン、きゅうり ー

13 ⿅児島県 JA⿅児島経済連 ー 抑制かぼちゃ ー

○ 産地における11パレット導⼊、11パレットに適合した外装サイズ検討の取組

○ ⻘果物流通標準化ガイドライン⾻⼦に基づき、各産地における11パレットの導⼊、外装サイズ変更の取組を推進。
○ 令和４年度「農産物・⾷品の物流標準化委託事業」において試験輸送等を実証。
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農林⽔産省 ⼤⾂官房 新事業・⾷品産業部 ⾷品流通課／Food Distribution Division, New Business and Food Industry Department, Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

11型パレット導⼊全国マップ 2023年3⽉現在パレット化済 実証・検討中

北海道

にんじん たまねぎ ⾺鈴薯 ⼤根

かぼちゃ ブロッコリー

その他
ながいも

岩⼿県

レタス しいたけ なす ねぎ

⼭形県

さくらんぼ ぶどう 桃 りんご

福島県

桃 りんご梨

静岡県

みかん

和歌⼭県

みかん

⻘森県

ねぎ ⾺鈴薯 にんじん

秋⽥県

えだまめ ねぎ すいか

⽢藷

茨城県千葉県

ねぎ

愛媛県

みかん⾼知県

きゅうり

トマト アスパラガス

福岡県

なす 柿 きゅうり

⾺鈴薯

⿅児島県

抑制かぼちゃ

宮崎県

ピーマン きゅうり ⾺鈴薯 ⼤根

ねぎ にんじん

きゅうり

トマト にんじん みかん

熊本県

ごぼう

⼤分県
たまねぎ みかん

佐賀県

いちご キャベツトマト

11型パレット導⼊済・
または検討中

１８/47

※外装分科会資料、全農ヒアリングを基に作成 46



品⽬ はい数 ⻑さ
（mm）

幅
（mm） 積み付けパターン 備考

レタス

６ 510〜
550

340〜
365

パレタイズド貨物の底⾯積︔
1,020〜1,100㎜×1,020〜
1,095㎜

８ 480〜
500

270〜
300

パレタイズド貨物の底⾯積︔
1,020〜1,100㎜×1,020〜
1,100㎜

ねぎ ８

540〜
580

220〜
260

商品全⻑︔57㎝
（⻘葉部分をカット）
パレタイズド貨物の底⾯積︔
980〜1,100㎜×980〜1,100
㎜

610 205〜
245

商品全⻑︔60㎝
パレタイズド貨物の底⾯積︔
1,020〜1,100㎜×1,020〜
1,100㎜

【参考】標準外装サイズを設定した品⽬のパレット積み付けパターン①(外装サイズ４.関係)
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品⽬ はい数 ⻑さ
（mm）

幅
（mm） 積み付けパターン 備考

たまねぎ

８ 465 310

パレタイズド貨物の底⾯
積︔
1,085㎜×1,080㎜

12 360 260

パレタイズド貨物の底⾯
積︔
1,080㎜×1,040㎜

みかん 12 360〜
362

264〜
270

パレタイズド貨物の底⾯
積︔
1,080〜1,086㎜×1,056
〜1,080㎜

【参考】標準外装サイズを設定した品⽬のパレット積み付けパターン②(外装サイズ４.関係)
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○ 卸売市場における場内物流改善の取組

○ 全国の卸売市場に対して、場内物流改善のための体制構築について働きかけ。

地域
実施状況

対象市場 １巡⽬
訪問数

２巡⽬
訪問数

北海道 ３市場（札幌市中央卸売市場 等） １ １

東北 ９市場（仙台市中央卸売市場 等） ９ ー

関東 21市場（東京都中央卸売市場⼤⽥市場、豊洲市場 等） １８ ２

北陸 ４市場（⾦沢市中央卸売市場 等） ４ ー

東海 ３市場（名古屋市中央卸売市場本場、北部市場 等） ３ １

近畿 10市場（⼤阪市中央卸売市場本場、東部市場 等） １０ １

中国四国 ８市場（広島市中央卸売市場中央市場 等） ８ ２

九州 ９市場（福岡市中央卸売市場⻘果市場 等） ９ ー

１巡⽬ ２巡⽬

訪問実績 62市場 ７市場
【地域別の内訳】

※令和５年１⽉時点
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＜構成員＞
① 開設者（事務局）
② 卸売業者
③ 仲卸業者（主として転送・量販店対応をしている事業者）
④ 市場関係運送事業者
⑤ 市場協会等
※ オブザーバーとして農林水産省も参加

＜取組事項＞
 パレット循環

① パレット管理ルールの合意形成と周知徹底
② 場内でのパレット管理方法の確立と卸自身の手による回収率の算出
③ 産地へのパレット流通普及活動とパレット化支援
④ レンタルパレット積替え作業の機械化
⑤ 直送先（量販店センターなど）への回収協力依頼

 場内物流効率化
① 場内物流の秩序（通路など共有スペースの確保）
② 場内物流効率化に向けた施設整備・利用改善の検討

 法令の遵守
○ 貨物自動車運送事業法、労働基準法、標準的な運賃の告示制度、ホワイト物流等の周知

（参考）場内物流改善推進体制のイメージ（場内物流2.関係）
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〇 レンタル⽤としての普及が進んでいる⼀貫輸送⽤平パレットを使⽤したみかん輸出について、包装貨物の平⾯
⼨法、並びに積付けを⾏う際の積載⽅法の指針がJIS規格（Z1185）として制定された。

〇 積載貨物の荷崩れ等が抑制されることによる⻑距離輸送中のみかんの損傷・腐敗の防⽌、更には積載効率が
向上することにより、みかんの輸出促進への貢献が期待される。

a) T11-12の縦積み⽅法 b) T11-06の縦積み⽅法

〇 縦積み⽅法

〇 包装貨物の平⾯⼨法（外形⼨法）

包装貨物の⼀貫輸送⽤平パレットへの積載⽅法は、通常、全てブロック
積みが望ましい。
注記 れんが積み、ピンホイール積みなどは、輸送包装の強度低下を招く可能性がある
。

横揺れによる積荷の倒壊を防ぐために、縦積み段数が⾼い
ものについては、荷物全体を固定するコーナー材、PPバンド
などを⽤いて固定することが望ましい。

〇 コーナー材及びPPバンドの装着⽅法

呼称 平⾯⼨法（外形⼨法）mm パレット積付け時の平⾯⼨法合計mm パレット1段積付け数
T11-12 364×273 1092×1092 12個（3×4）
T11-06 546×364 1092×1092 6個（2×3）

注記 包装貨物の間隙によって、積み付け平⾯⼨法が1092×1092でT11型パレットの四辺に⾯⼀となる。

【参考】みかん輸出ではパレットへの積載⽅法の指針がJIS規格に制定
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農林⽔産省 ⼤⾂官房 新事業・⾷品産業部 ⾷品流通課／Food Distribution Division, New Business and Food Industry Department, Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

花き流通標準化検討会

ガイドライン検討作業部会

【構成員】
卸売事業者︔（⼀社）⽇本花き卸売市場協会

豊明花き（株）、札幌花き（株）、（株）仙花、
（株）名港フラワーブリッジ、（株）なにわ花いちば

物流事業者︔全⽇本トラック協会
出荷団体 ︔全国農業協同組合連合会（埼⽟県本部）、

愛知県経済農業協同組合連合会、
（⼀社）⽇本花き⽣産協会、JA愛知みなみ

⾏ 政 ︔農林⽔産省
作業部会構成員・オブザーバー

︔（株）⼤⽥花き、（株）フラワーオークションジャパン、
⼤阪フラワーサービス（株）、（株）花満、
福岡県花卉農業協同組合、国⼟交通省、経済産業省

【事務局】
農林⽔産省

○ 農林⽔産省では、令和４年７⽉、花き流通の標準化に向けて、⽇本花き卸売市場協会の会員を中
⼼とした卸売事業者から構成される「花き流通標準化検討会」を設置。

○ 9⽉・10⽉は卸売関係の担当者レベルで実務的な観点からも議論を⾏う作業部会を開催。これを踏
まえ11⽉以降は構成員に出荷団体、物流事業者等を加え、令和５年3⽉の検討会において取りまとめ、
花き流通標準化ガイドラインを策定。

〇 花き分野における物流標準化の検討
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農林⽔産省 ⼤⾂官房 新事業・⾷品産業部 ⾷品流通課／Food Distribution Division, New Business and Food Industry Department, Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

項 ⽬ 内 容
１．台⾞ ● 主に鉢物については、産地の出荷拠点から卸売市場までの幹線輸送における⼿荷役解消のため、

台⾞での輸送を推奨。

● 全国的に利⽤されているフル台⾞のサイズと、実証実験で開発したハーフ台⾞の
サイズを標準的な台⾞のサイズとして推奨。

フル台⾞︓W1055mm×D1285mm×H2068mm（写真左）
ハーフ台⾞︓W520mm×D1280mm×H1900mm（写真右）

２．パレット・外装 【パレット】
● 主に切り花については、産地の出荷拠点から卸売市場までの幹線輸送における⼿荷役解消のため、パレットでの輸送を
推奨。

● 平⾯サイズ1100mm×1100mmを標準化。

【外 装】
● 標準の平パレット1,100mm×1,100mmに合わせ、例えば次のようなサイズの横箱
段ボールの使⽤を推奨。

タイプＡ︓⻑さ1,100mm×幅360mm×⾼さ260mm 
タイプＢ︓⻑さ1,100mm×幅360mm×⾼さ173mm 
タイプＣ︓⻑さ1,100mm×幅360mm×⾼さ130mm 
タイプＤ︓⻑さ1,100mm×幅275mm×⾼さ130mm など

（写真はT11パレットにタイプA〜Dの4種類の標準箱を積み上げた様⼦ ►）

〔品⽬特性を踏まえて、必要に応じて縦箱段ボールの使⽤も可能。〕

● 検品作業等が効率的になるようラベル等の表⽰の向きをそろえた積み付けモデルを推奨。

３．コード・情報 ● ペーパレス化・データ連携を前提とし、帳票の標準項⽬を設定。
（出荷者名、卸売業者名、品名、等階級、数量、単価など）

花き流通標準化ガイドライン（令和5年3⽉策定）における標準化項⽬について

台⾞の統⼀

パレットサイズの統⼀ 段ボールサイズの統⼀

情報伝達⽅式の統⼀
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農林⽔産省 ⼤⾂官房 新事業・⾷品産業部 ⾷品流通課／Food Distribution Division, New Business and Food Industry Department, Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

○令和４年度農産物・⾷品の物流標準化委託事業

・11型パレットの導⼊、パレット循環利体制の構築に向けて、11型パレットに適した段ボールなど外装サイズの試作と
実証実験を⾏った（委託事業者︓公益財団法⼈ 流通経済研究所）。

・実証を通じて与件の整理を⾏うと共に、物流標準化を効率的に推進するための⼿順書を作成した。

遠⽅産地、重量物、ばら積み輸送、⽣産量の多い地域・品⽬を中⼼に6地域で取組を実施。
宮崎県 JA宮崎経済連

⿅児島県 JA⿅児島県経済連

◎抑制かぼちゃの11型パレット輸送
抑制かぼちゃを対象に、既存段ボールでの

11型パレット積み付けの実証

北海道 ホクレン

◎かぼちゃの11型パレット輸送
バラ積みが主流かつ重量野菜であった
かぼちゃに対し、11型パレットに合致した

段ボールを試作

岩⼿県 JA全農いわて

◎複数JAによる積み荷の集約輸送
菌茸類・ホウレンソウについて

品⽬を集約・混載した輸送試験の実施

福岡県 JA全農ふくれん

◎JA域を越えた共同輸送

熊本県 熊本⼤同倉庫

◎場内仲卸配送⽤パレット活⽤

11型パレットに合致した
段ボールを開発し、共同輸送

専⽤パレットを仲卸も活⽤し、場内限りでの
パレット循環の実証

◎ピーマンの11型パレット輸送
ピーマンを対象に、11型パレットに合致した

段ボールの開発と実証

物流効率化のエリアの拡⼤を⽬指し⼿順書を作成 54



農林⽔産省 ⼤⾂官房 新事業・⾷品産業部 ⾷品流通課／Food Distribution Division, New Business and Food Industry Department, Ministry of Agriculture, Forestry and Fisheries.

産地の標準パレット推進－全農ガイドブック
• 全農は、農⽔省の⻘果物流通標準化ガイドライン⾻⼦（外装表⽰、外装サイズ）を具現化し、国

内で数多く流通するT11型によるパレット輸送の拡⼤をはかるため、パレットサイズに適合した段ボール
箱の標準化をすすめている。これまでレタス、タマネギ、ネギ、⾺鈴薯、ニンジン、ダイコンで検討をおこな
い、最終的に主要野菜14品⽬で実施することとしている。

• 品⽬ごとの⼤きさや出荷規格の違い、産地集出荷施設の設備改修の必要性など、標準化に向けて
は時間を要するため、品⽬ごとにサイズを例⽰した「段ボール箱標準化ガイドブック」を作成し、これを参
考に各県域で順次サイズ変更の検討をすすめている。

第３回 持続可能な物流の実現に向けた検討会 全国農業協同組合連合会資料より抜粋

T11パレットに適合した段ボール箱標準化
ガイドブック

検討の⼀例（ネギ、⾺鈴薯）
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モーダルシフトに関する調査委託事業
• 北海道・北東北・九州などの遠⽅⼤産地から⾸都圏・近畿圏の⼤消費地までの⻘果物輸送について、主要品⽬・輸送モード・ 数量・輸送における課題

等をアンケートで調査。
• アンケート調査の結果も踏まえ、これまで実施されてこなかった地域・品⽬・輸送モードの組合せである、北海道内のたまねぎの鉄道輸送、佐賀のいちごの

鉄道輸送、愛媛のみかんの船舶輸送について実証実験を⾏い、輸送モード切替による品質⾯・コスト⾯・効率⾯などを検証。

遠⽅⼤産地から⼤消費地への
⻘果物等の流通量調査

調査1 モーダルシフトの実輸送実験調査2

◎北海道・愛媛・佐賀におけるモーダルシフトの実証実験を実施。

輸送モード切替による品質⾯・コスト⾯・効率⾯などの
⽐較検証を⾏い、今後の可能性を調査。

北海道

佐賀

・北⾒〜函館の道内物流において
トラックから鉄道コンテナ輸送への切替えを
⽟ねぎで実施（570km)。

・リードタイムが2⽇延びることによる品質⾯
（鉄道輸送による荷崩れ）を検証。 愛媛

・⾸都圏（⼤⽥市場）向け鉄道輸送。
・これまで振動による荷崩れの
観点から鉄道輸送が難しいとされていた
いちごを11型の防振パレットを活⽤する
ことで成果を確認する。

・みかん（伊予柑）における愛媛
（三島川之江）〜千葉への
RORO船輸送の実施。

・11型のパレット化に伴い
8kg箱を⽤意し、効率⾯・
品質⾯を検証する。

調査依頼先

・産地（1道10県）︓
北海道・⻘森県・岩⼿県・秋⽥県・
福岡県・佐賀県・⻑崎県・熊本県・
⼤分県・宮崎県・⿅児島県

調査項⽬ ※各エリア、出荷量の上位2-3品⽬を対象。

・年間出荷量
・出荷時期、ピーク時期、主な出荷先
・輸送モード（トラック・鉄道・海上）
・荷姿（パレット積み、バラ積み、その他）
・温度帯
・リードタイム
・輸送における課題、要望 など

◎北海道・北東北・九州などの⽣産地から⾸都圏・
近畿圏の⼤消費地までの主要品⽬・輸送モード・
数量・輸送における課題等についてアンケート調査。
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北九州市中央卸売市場におけるストックポイントの整備

• 北九州市中央卸売市場内に、佐賀、⼤分に続き九州北部で３番⽬のストックポイント（産地からの農産物を集め、⼤ロットで消費地に輸送するための
共同物流拠点）を整備。

• これら３つのストックポイントの連携を通じ、トラック・鉄道・船舶（フェリー・RORO船）のモーダルミックスを実現。
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物流拠点

宮崎

⿅児島

⻑崎

佐賀
⼤分

関⻄圏
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北九州〜横須賀
フェリー新航路
（R3.6就航）

約500km
約1000km

物流拠点

福岡

物流拠点



モーダルシフトの推進①

⻘果物の輸送実験

取
組
内
容

効
果

○ 北海道では、道外への輸送の53％がフェリー・RORO船、28％が鉄道を利⽤。
○ ⻘果物については、北海道内での輸送や、九州・四国から本州への輸送で輸送実験を実施。
○ ⽶については、JA全農とJR貨物が専⽤の貨物列⾞により⻘森〜⼤阪での輸送実験を実施。

佐賀
・JAさがでは、東京（⼤⽥市場）向けのいちご輸送につい
て、鉄道での輸送実験を実施。

・振動抑制パレットや冷蔵コンテナを活⽤し、品質保持効
果を検証。

振動抑制パレットを活⽤した積込み 鉄道への積込み

・ 鍋島駅〜東京貨物ターミナル間約1,100kmの輸
送をトラックから切替。

・振動抑制パレットの活⽤により、輸送品質に問題はな
く、同パレットにより衝撃が吸収されたことを確認。

⽶の輸送実験

取
組
内
容

効
果

・休⽇の運休列⾞を活⽤し、⽶を中⼼とした農産
物の専⽤の貨物列⾞として⻘森→⼤阪間で実
証実験を実施。

・秋⽥・新潟・⾦沢などの途中駅で⽶などを積込む
ことで⻄⽇本および東海地区などの消費地へ届
ける。

・ 12ftコンテナ100基分（500トン）の輸送
をトラックから切替。

・トラックドライバー不⾜に備え新たな輸送⼿段を
実現。

鉄道での輸送 58



モーダルシフトの推進②

○ ⻘果物の複数品⽬混載での北九州〜横浜の輸送実験を実施。
○ 北九州のストックポイントにおいて九州産⻘果物の集約と混載を⾏うとともに、

パレット化が容易で温度管理も可能なスイッチボディ（※）を活⽤することで、輸送を効率化。
（※40ftコンテナトレーラーに搭載可能なウイング式の鮮度維持コンテナ）

北九州〜横浜における輸送実験
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取組スキーム(前後)

新⾨司港〜横須賀港間約1000Kmの輸送をトラックから切替（ドライバー拘束時間平均27時間→４時間）

累計136.4t／23,595cs、延べ30品⽬を輸送
輸送中の輸送品質に問題はなかった


